
慣用句(初級)プリント8 月　　　日 名前

いちごドリル プリント
つづきの無料プリント

「慣用句」のプリント一覧がひらきます

問1 「目を三角にする」の意味はどれですか？

1. 怒って、目を吊り上げて険
しい表情をすること

2. 悲しくて、涙をこらえて目
を赤くすること

3. 相手の話を真剣に聞こうと
すること

4. 何かを探そうとして、目を
大きく見開くこと

問2 映画の結末を見て（　）が熱くなった。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 顔 2. 頭 3. 胸 4. 耳

問3 よい絵を見る（　）が高いと言われた。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 鼻 2. 目 3. 口 4. 耳

問4 新人選手が試合で（　）角を現す。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 口 2. 目 3. 耳 4. 頭

問5 「腹を決める」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. やるべきだと腹を決めて、
練習を始めた。

2. 腹を決めて、おなかを強く
たたいた。

3. おなかがすいたので、腹を
決めて食べた。

4. 腹を決めて、ベルトをきつ
くしめた。

問6 親の（　）に泥を塗るようなことはしない。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 足 2. 顔 3. 目 4. 手

問7 いたずらばかりする弟に（　）を焼いた。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 目 2. 口 3. 手 4. 足

問8 「骨を折る」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 骨を折るような激しい運動
をした。

2. 先生は私たちのために、い
ろいろと骨を折ってくれた。

3. 骨を折って、新しいおも
ちゃを壊した。

4. 階段から落ちて、自分の骨
を折ってしまった。

問9 「目を白黒させる」の意味はどれですか？

1. 白と黒の模様をじっと見る 2. ねむくて意識がぼんやりす
る

3. おどろいたり苦しんだりし
てあわてる

4. 目を左右に動かして探す

問10 「耳を傾ける」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 耳を傾けて、鏡で自分の顔
を見た。

2. 耳を傾けて、重い荷物を運
ぶ。

3. 耳を傾けて、おいしい料理
を味わう。

4. 先生の教えに、しっかりと
耳を傾ける。

問11 「背に腹はかえられぬ」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 背に腹はかえられぬと、大
事な宝物を売った。

2. 背に腹はかえられぬので、
毎日運動をした。

3. 背に腹はかえられぬから、
背中を洗う。

4. 背に腹はかえられぬほど、
お腹がすいた。

問12 「棚からぼたもち」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 棚からぼたもちが落ちてき
たので、おいしく食べた。

2. くじ引きで一等が当たり、
棚からぼたもちの気分だ。

3. 毎日練習して勝ったのは、
棚からぼたもちの結果だ。

4. 棚からぼたもちを落とさな
いように、そっと運ぶ。

問13 プロの演奏に（　）を巻いた。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 舌 2. 目 3. 鼻 4. 耳

問14 「朝飯前」の意味はどれですか？

1. 朝から忙しく働くこと 2. 準備に時間がかかること 3. 朝ごはんを食べる前の時間 4. 非常に簡単にできること

問15 「足が棒になる」の意味はどれですか？

1. 長い時間立って足が強くな
る

2. 足がけがをして動かせなく
なる

3. 歩きすぎて足がこわばり、
疲れてしまう

4. 足が細くて棒のように見え
る

問16 けんかしたことは（　）に流そう。（　）に入る言葉はどれですか？

1. 雨 2. 海 3. 川 4. 水

問17 「虎の子」を慣用句の意味で正しく使っている文はどれですか？

1. 動物園で虎の子を見学し
た。

2. 虎の子を捕まえて家で飼
う。

3. 虎の子の貯金を大切に使っ
た。

4. 虎の子が森の中を走ってい
る。



慣用句(初級)プリント8　答え合わせ・解説

いちごドリル プリント

問1　答え 1　怒って、目を吊り上げて険しい表情をすること
「目を三角にする」は「怒って、目を吊り上げて険しい表情をすること」という意味です。

問2　答え 3　胸
「胸が熱くなる」の「胸」の部分が入ります。 意味は「感動して、こみ上げてくるものがある」です。

問3　答え 2　目
「目が高い」の「目」が入ります。 意味は「すぐれたものを見分ける力がある」です。

問4　答え 4　頭
「頭角を現す」の「頭」の部分が入ります。 意味は「才能や実力が認められ始める」です。

問5　答え 1　やるべきだと腹を決めて、練習を始めた。
「腹を決める」の正しい使い方は「やるべきだと腹を決めて、練習を始めた。」です。 意味は「迷うのをやめて、あることを実行しよ
うと決心する」です。

問6　答え 2　顔
「顔に泥を塗る」の「顔」の部分が入ります。 意味は「恥をかかせて名誉を傷つける」です。

問7　答え 3　手
「手を焼く」の「手」の部分が入ります。 意味は「あつかい方が分からず困る」です。

問8　答え 2　先生は私たちのために、いろいろと骨を折ってくれた。
「骨を折る」の正しい使い方は「先生は私たちのために、いろいろと骨を折ってくれた。」です。 意味は「相手のために一生けん命努
力する」です。

問9　答え 3　おどろいたり苦しんだりしてあわてる
「目を白黒させる」は「おどろいたり苦しんだりしてあわてる」という意味です。

問10　答え 4　先生の教えに、しっかりと耳を傾ける。
「耳を傾ける」の正しい使い方は「先生の教えに、しっかりと耳を傾ける。」です。 意味は「相手の話を熱心に聞こうとすること」で
す。

問11　答え 1　背に腹はかえられぬと、大事な宝物を売った。
「背に腹はかえられぬ」は、本当に困ったときや大事なこと（腹）を守るためには、ほかのこと（背）を犠牲にするのも仕方がない、
という意味です。お金に困って大事な宝物を手放すなどの場面で使います。

問12　答え 2　くじ引きで一等が当たり、棚からぼたもちの気分だ。
「棚からぼたもち」の正しい使い方は「くじ引きで一等が当たり、棚からぼたもちの気分だ。」です。 意味は「思いがけない幸運が舞
い込んでくること」です。

問13　答え 1　舌
「舌を巻く」の「舌」の部分が入ります。 意味は「あまりのすごさに感心して言葉を失う」です。

問14　答え 4　非常に簡単にできること
「朝飯前」は「非常に簡単にできること」という意味です。

問15　答え 3　歩きすぎて足がこわばり、疲れてしまう
「足が棒になる」は「歩きすぎて足がこわばり、疲れてしまう」という意味です。

問16　答え 4　水
「水に流す」の「水」の部分が入ります。 意味は「過去のいざこざや嫌なことをなかったことにする」です。

問17　答え 3　虎の子の貯金を大切に使った。
「虎の子」の正しい使い方は「虎の子の貯金を大切に使った。」です。 意味は「大切にしていて手放さないもの」です。


